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1867年パリ万博150周年記念展 

第Ⅰ期 プリンス・トクガワと渋沢栄一 

平成29年3月18日(土)～６月25日(日)

最後の将軍・徳川慶喜が政権を帰した1867年。その年の正月、彼は弟・昭武を将軍

名代としてパリ万博へ派遣しました。ヨーロッパの人々は次期将軍の有力候補を「プリン

ス・トクガワ」として迎え、昭武はナポレオン3世夫妻やロシア皇帝とオペラを観劇するな

ど、わが国最初の宮廷外交を行いました。随行した渋沢栄一は、経理や危機管理に卓

越した手腕を発揮しました。後に経済人として活躍する渋沢の原点は万博にあったので

す。第Ⅰ期は2人にスポットライトを当て、明治維新の敗者の視点から万博を見つめます。 

1867年パリ万博150周年記念展 

第Ⅱ期 写真と万博 

会期 ７月15日(土)～9月２4日(日) 

 パリ万博では水圧式エレベーターや巨大な大砲など、参加国が国家の威信をかけて

産業技術の粋を競いました。同時に、文化の面では音楽の展示が新たに加わりました。

楽器として出品されたサクソフォンは賞を獲得し、その地位を確立してゆきます。日々コ

ンサートも開催され、ヨハン・シュトラウス2世の名曲｢美しき青きドナウ｣もこの万博を契機

に広まりました。万博は産業分野のみならず文化面でも大きな足跡を残したのです。第Ⅱ

期では、写真によって、万博の姿に迫ります。普及期を迎えていた写真にとって、世紀の

一大イベントは格好の撮影対象でした。フランスに保存されていた写真の複写のほか当

館所蔵の徳川昭武一行の肖像写真なども展示し、写真と万博との関係に迫ります。 

1867年パリ万博150周年記念展 

第Ⅲ期 徳川昭武の日仏交流 

会期 10月７日(土)～１2月２４日(日) 

 最後の将軍・徳川慶喜と、フランス帝国最後の皇帝・ナポレオン3世。２人は、互いの

政権を強化するために協力関係を築きました。それを象徴するのが、徳川昭武の万博

派遣です。次期将軍の有力候補である昭武は、2歳年下のルイ皇太子と友人となり、皇

后であったウージェニーとの交流は、明治末期にまで及びました。国際交流のパイオニア

となった徳川昭武に続き、徳川家の人間は公務でまたはプライベートで海外へと赴き、

日仏交流の架け橋の役目を果たしてきました。第Ⅲ期では、徳川昭武、渋沢栄一らが残

した日記や文書、ゆかりの品々から、日仏交流の知られざる側面を紹介します。 

旧徳川昭武庭園復元記念 いま甦る明治の庭
平成30年１月２０日（土）～6月17日(日)

 平成30年春、約2年に及んだ復元工事が完了する予定です。この過程で、徳川昭武

が構想した戸定邸庭園の姿が明らかになりました。東西のコウヤマキとアオギリの木立や

失われていた東屋は明治の姿を再現したものです。復元に基礎となった古写真や文書

などにより、昭武が思い描いた夢の庭の真実に迫ります。 




